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要 約   

トリケトン系除草剤である「テフリルトリオン」（CASNo．473278－76－1）  

について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（水  

稲）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性毒性（ラット及  

びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒  

性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、  

発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、テフリルトリオン投与による影響は主に眼（ラット及び  

イヌ）、体重増加量、血液（貧血、イヌ）及び肝臓に認められた。神経毒  

性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められな  

かった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、2年間慢性毒性／発がん性併合試  

験の0．08mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数  

100で除した0．0008mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

除草剤  

2．有効成分の一般名  

和名：テフリルトリオン  

英名：tefuryltrione（ISO名）  

3．化学名   

ItJPAC  

和名：2－（2－クロロー4－メシルー3－［（且針テトラヒドロー2－フリルメトキシメチル】  

ベンゾイル）シクロヘキサンー1，3－ジオン  

英名：2－〈2－Chloro－4－meSyl－3－［（RS）・tetrahydro－2－furylmethoxymethyl】  

benzoyl）cyclohexanerl，3－dione  

CAS（No．473278－76－1）   

和名：2－［2－クロローむ（メチルスルホニル）－3－［［（テトラヒドロー2－フラニル）  

メトキシ］メチル1ベンゾイル］－1，3－シクロヘキサンジオン  

英名：2－［2－Choloro－4－（methylsulfonyl），3－［【（tetrahydro－2－furanyl）  

methoxy］methyl］benzoyl］－1，3－CyClohexanedione  

5．分子量  

442．91  

4．分子式  

C20H23ClO7S  

6．構造式  

7．開発の経緯   

テフリルトリオンは、1989年にへキストシェーリングアグレボ株式会社（現：   

バイエルクロツプサイエンス株式会社）により開発されたトリケトン系除草剤で   

ある。本剤は、ノビエ、一年生及び多年生広葉雑草、一年生及び多年生カヤツリ   

グサ科に加え、スルホニルクレア抵抗性雑草に対して殺草活性を示す。作用機序   

は、4一ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（4－HPPDase）を阻害す   

ることより、植物色素の生合成を阻害し、枯死させる。   

2007年に農薬取締法に基づく新規登録申請（水稲）がなされている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、テフリルトリオンのフェニル基の炭素を14Cで  

均一に標識したもの（［phe－14C】テフリルトリオン）、シクロヘキサン環の炭素   

を14Cで均一に標識したもの（【cyc－14C］テフリルトリオン）及びテトラヒドロ   

フラン環の2位の炭素を14Cで標識したもの（【tet－14C］テフリルトリオン）を  

用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合、テフリ  

ルトリオンに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2   

に示した。  

1．動物休内運命試験  

（1）血中濃度推移  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に［phe－14C］テフリルトリオンを2mg／kg   

体重（以下、［1・］において「低用量」という。）または200mg／kg体重（以   

下、［1．］において「高用量」という。）で単回経口投与し、血中濃度推移に   

ついて検討された。  

血中放射能濃度推移は表1に示されている。［phe－14C］テフリルトリオンは   

速やかに吸収され、全投与群で1時間以内に最高濃度（Cmax）に達した。Cmax   

は低用量群の雄が雌よりも高く、高用量群では、雌雄でほぼ同等であった。   

高用量群のCふaxを低用量群と比較すると、ほぼ用量比に等しかった。消失半   

減期（Tl／2）はα相で0．003～0．13時間、β相で0．07～27．3時間であった。（参   

照2）  

表1血中放射能濃度推移  

投与量  2mg／kg体重  200mg／kg体重   

性別  雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）  0．31   0．13   1．0   0．8   

Cmax（巨g／g）  3．4   1．9   277   284   

α相   d．13   0．004   0．003   0．006  

第一β相   1．07   0．30   0．07   0．45  
Tl／2（時間）  

第二β相  2．37 2．95   1．97   1．41  

第三β相   17．8   27．3   16．0   12．3   

（2）排泄  

血中濃度推移検討試験［1．（1）］で得られた尿及び糞を用いて、排泄試験が実   

施された。  

投与後72時間の尿及び糞中排泄率は表2に示されている。  

尿への排泄は24時間後までに、糞への排泄は48時間後までにほぼ終了し   



た。放射能は主に糞中を介して、速やかに排i世された。高用量群の雌では尿  

中への排泄量が糞中より高かったが、親化合物は尿中に、代謝物は胆汁中に  

排泄されやすいことによる可台計性が考えられた。（参照2）  

表2 投与後72時間の尿及び糞中排泄率（％TAR：総投与放射能）  

投与量   2mg／kg体重  200mg／kg体重   

性別   雄  雌  雄  雌   

試料   
尿   糞   尿   糞   尿   糞   尿   糞   

bb－14C】テフリ  

8．8   80．9  31．4  56．6  15．9  81．4  56．0  31．2   
ルトリオン  

（3）胆汁中排泄  

胆管カニュレーシ＾ヨンしたWistarラット（雌雄各5匹）に［phe－14C］テフ   

リルトリオンを低用量で単回経口投与し、投与後48時間の胆汁、尿及び糞、   

また剖検時（投与48時間後）に血液、消化管、皮膚、カーカス1を採取し、   

胆汁中排泄試験が実施された。  

投与後48時間の胆汁、尿、消化管及びカーカスにおける放射能は表3に   

示されている。雌雄とも胆汁中への排ラ世率が最も高く、雄で顕著であった。   

一方、尿中排泄率は雌の方が高かった。吸収されないまま糞として排泄され   

た放射能は少量で、雄で5．5％TAR、雌で9．5％TARであった。排泄試験［1．（2）］   

と比較して、雌雄いずれにおいて尿中放射能の割合は変化しなかった。本試   

験の結果から、腸肝循環の寄与は小さいと考えられた。吸収率は、尿、胆汁   

及びカーカス（消化管及び皮膚を除く。）の放射能量の合計から、雄で92．1％、   

雌で88．3％であった。（参照3）  

表3 投与後48時間の胆汁、尿、消化管及びカーカスにおける放射能（％TAR）  

標識体   性別  胆汁  尿   糞  皮膚  カーカス  消化管   

［phe－14C】テフ  75．4  10．9  5．5  0．03   5．7   0．6  

リルトリオン   7－1   1．1   

（4）体内分布  

血中濃度推移検討試験［1．（1）］において採取した臓器・組織を用いて、体内   

分布試験が実施された。  

投与72時間後の主要組織における残留放射能濃度は表4に示されている。  

残留放射能濃度が高かったのは、肝臓及び腎臓であり、それぞれ2．ト5．4   

及び0．62～1，9巨g／gであった。各臓器・組織における残留放射能濃度と投与  

1組織・臓器を取り除いた残漆のことをカーカスという（以下同じ）。  
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量に相関性は認められなかった。その他の臓器・組織中の残留放射能濃度は  

低く、低用量群で0．00ト0．02トLg／g、高用量群で0．04～0．65膵／gであった。  

残留放射能濃度に性差は認められなかった。（参照2）  

表4 投与72時間後の主要組織における残留放射能濃度（囲／g）  

投与量   性別   投与72時間後  

肝臓（2．1）、腎臓（0．62）、精巣（0．02）、消化管（0．005）、  

2  

雄  
副腎（0．005）、血祭（0．001）、その他（0．005未満）  

mg／kg体重  
雌   

肝臓（3．1）、腎臓（1．3）、消化管（0．009）、副腎（0．007）、  

血祭（0．001）、その他（0．005未満）   

肝臓（3．9）、腎臓（1．5）、甲状腺（0．65）、副腎（0．21）、  

雄      消化管（0．18）、赤血球（0．12）、ハーダー腺（0．10）、血  

衆（0．07）、その他（0．10未満）  
200  

肝臓（5．4）、腎臓（1．9）、甲状腺（0．55★）、消化管（0．49）、  
mg／kg体重  

卵巣（0．34）、副腎（0．15）、皮膚（0．15）、ハーダー腺  
雌  

（0．12）、赤血球（0．10）、その他（0．10未満）（血渠  

＜LOD）   

★：1匹のみの動物の値 LOD：検出限界  

（5）代謝物同定・定量  

血中濃度推移検討試験［1．（1）］及び胆汁中排i世試験［1．（3）］で得られた糞、   

尿及び胆汁中の代謝物について、同定・定量試験が実施された．  

血中濃度推移検討試験における尿及び糞中代謝物は表5に、胆汁中排泄試   

験における尿、胆汁及び糞中代謝物は表6に示されている。  
血中濃度推移検討試験で得られた尿及び糞中に認められた親化合物の検出   

量について性差が認められ、テフリルトリオンが雌よりも雄で、より代謝さ   

れやすいことが示された。高用量群においても、同様の傾向が認められた。  

投与量及び性別にかかわらず、尿及び糞中の主要代謝物はF及びKであっ   

た。その他に、E、G、I等が検出されたが、Gが最大で11．1％TAR（雄、糞   

中）検出された以外は、いずれも 5％TAR未満であった。なお、C及びD   

は糞中からは検出されなかった。  

胆汁中排泄試験で得られた尿、胆汁及び糞中の代謝物の種類に性差は認め   

られなかったが、量的な差が認められた。すなわち、血中濃度推移検討試験   

と同様に、尿、胆汁及び糞中から検出された親化合物は雌の方が多く、テフ   

リルトリオンが雄の方でより活発に代謝されていた。  

代謝物は概して雌雄ともに胆汁中に多く認められた。主要代謝物はF で   

あった。その他に、E、G、K等が検出されたが、Kが最大6．6％TAR（雌、  
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尿中）検出された以外は、いずれも5％TAR未満であった。なお、Cは胆汁  

中からのみ検出された。抱合体の生成は認められなかった。  

表5 血中濃度推移検討試験における尿及び糞中代謝物（％TAR）  

テフリル  
投与量   性別  試料  代謝物  

トリオン  

尿   
y（6．1）、K（0．77）、E（0．73）、G（0．27）、  

0．07  
H／Ⅰ（0，16）、D（0．13）、C（0．03）、末同定（0．48）  

雄  

糞   
F（60．5）、K（4．1）、G（2．9）、E（2．3）、H／Ⅰ（0．33）、  

2  
3．8  

未同定（5，4）  

mg／kg体重  尿   
K（4．0）、F（3．5）、E（1．1）、H／Ⅰ（0．42）、D（0．18）、  

雌  

20．3  
G（0．14）、末同定（1．0）  

糞   
F（40．1）、K（5．3）、E（3．7）、G（1．3）、H／Ⅰ（0．07）、  

2．2  
末同定（2．8）   

尿   
F（2．7）、D（0．80）、H／Ⅰ（0．67）、G（0．65）、J（0．50）、  

9．7  
K（0．26）、E（0．14）、C（0．13）、未同定（0．22）  

雄  

糞   
F（43．3）、G（11．1）、E（5．6）、J（4．9）、H／Ⅰ（3．1）、  

5．4  
K（2．3）、未同定（4．5）  

200 mg／kg体重  

尿   
F（0．72）、K（0．38）、J（0．36）、E（0．20）、D（0．16）、  

雌  

51．9  
H／Ⅰ（0．15）、G（0．05）、未同定（0．68）  

糞   
F（16．0）、E（2．3）、J（2．2）、K（1．6）、G（0．87）、  

6．2  
H／Ⅰ（0．14）、末同定（0．90）   

注）尿は投与24時間後、糞は投与48時間後に採取した。  

表6 胆汁中排泄試験における尿、胆汁及び糞中代謝物（％TAR）  
テフリル  

投与量  性別  試料  代謝物  
トリオン  

F（7．7）、K（0．65）、E（0．58）、G（0，54）、D（0．08）、  
尿   0．18  

末同定（0．57）  

F（61．6）、G（3．9）、K（2．1）、C（0．84）、E（0．23）、  
雄                胆汁   2．1  

未同定（3．9）  

糞   
F（0．50）、E（0．19）、K（0．14）、G（0．07）、未同  

2  
4．0  

定（0．39）  

mg／kg体重  尿   
F（9．0）、Ⅹ（6．6）、E（1．7）、D（0．12）、G（1．1）、  

14．1  
末同定（1．0）  

F（36．7）、K（2．7）、G（1．9）、E（1．0）、C（0．48）、  
雌                胆汁   2．7  

末同定（2．1）  

糞   8．1   E（0．2幻、F（0．21）、K（0，12）、未同定（0．57）   

注）尿及び胆汁は投与24時間後、糞は投与48時間後に採取した。   

以上よりテフリルトリオンの主要代謝経路は、テトラヒドロフラン環にお  

ける酸化（E、F、G及びKの生成）であった。 その他、シクロヘキサン環  
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‘の水酸化（才の生成）及び側鎖のエーテル結合の開裂（B及びDの生成）も  

起こると考えられた。（参照2）  

（6）体内分布・排泄  

Wistarラット（雌雄各9匹）に【phe－14C］テフリルトリオンを3mg／kg体   

重で単回経口投与し、投与後168時間までの主要臓器・組織における放射能   

濃度をオートラジオグラフイーを用いて測定する体内分布・排泄試験が実施   

された。  

経口投与された【phe－14Clテフリルトリオンは速やかに吸収され、雌雄とも   

投与1時間後には、各臓器・組織における放射能濃度はCmaxに達した。投与  

1時間後では肝臓（雄：4．2匹g／g、雌：5．2膵／g）、■腎臓［雄：1．6膵／g（皮   

質）、雌：2．7pg／g（髄質）］及び血液（雄：0．7pg／g、雌：0．42トLg／g）で高   

濃度の放射能が検出された。その後、ほとんどの臓器で経時的な濃度の減少   

が認められた。投与24～48時間後には、肝臓及び腎臓を除くほとんどの臓器   

において検出限界未満であった。肝臓及び腎臓における減少は緩やかであり、   

投与24～168時間後において肝臓では雄で1．3～1．5ドg佃、雌で1．6～2．3膵／g、   

腎皮質では雄で0．6～0．9トLg／g、雌で0．7～1．1膵／g、腎髄質では雄で0．3～0．4   

けg座、雌で1．ト1．4トLg／gの放射能が認められた。   

［phe－14C】テフリルトリオンは、投与168 時間後までに、雄では約   

84～88％TAR、雌では約 60％TARが糞中へ排泄された。尿中には雄で約   

7～11％TAR、雌で約30～40％TARが排泄された。投与48時間後には雄で約   

90～95％TAR、雌で約88…96％TARの放射能が排泄された。呼気への排泄は   

雌雄ともに0．01％TAR未満であった。（参照4）  

（7）排泄及び代謝物同定・定量  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に【phe－14C］テフリルトリオンを5mg／kg   

体重で単回経口投与し、投与後0．5、24及び168時間に得られた尿ならびに   

投与0．5、24及び168時間後に得られた血液、肝臓及び腎臓について、排泄   

及び代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿及び臓器・組織中放射能分布は表7に、尿、血祭、肝臓及び腎臓中代謝   

物は表8に示されている。  

排泄試験［1．（2）］と同様に、尿からの排泄は速やかであり、投与24時間後   

までに放射能のほとんどが排泄された。尿中への排泄には性差がみられ、雌   

の方が多かった。臓器・組織中の放射能濃度は、雌雄ともいずれの組織・臓   

器においても投与0．5時間後で最大であった。いずれの採取時期においても、   

肝臓における放射能濃度が最も高く、次いで腎臓における放射能濃度が高   

かった。肝臓及び腎臓は投与168時間後においても、残留放射能が認められ   

たが、その他の臓器・組織では投与24時間後までに速やかに減少し、0．05トLg／g  
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以下となった。   

尿中代謝物については、雌雄とも投与0．5時間後から24時間後の間に増加  

した。排泄試験［1．（2）］と同様に、代謝物のプロファイルに性差が認められ、  

雄ではFが最大6．2％TAR検出され、親化合物は1．1％TARと少量であった  

のに対し、嘩では親化合物が主要成分であり最大28％TAR検出され、次いで  

K及びFが投与後24時間にそれぞれ最大3．9及び3．7％TAR認められた。   

血祭、肝臓及び腎臓中の主要成分は雌雄とも親化合物であり、次いでF及  

びKが検出された。代謝物の種類は、尿と同様であり、組織・臓器固有の代  

謝物は認められなかった。血衆、肝臓及び腎臓中の親化合物及び代謝物はい  

ずれも減少し、投与168時間後には検出されないか、または、0．3％TAR以  

下であった。（参照5）  

表了 尿及び臓器・組織中放射能分布（％TAR）  

性別   雄  雌   

採取時間（時間）   0．5   168   0．5   168   

尿   2．8   10．2   11．4   37．2   

消化管＋糞   65．5   81．4   55．4   63、7 

赤血球   0．29   0．00   0．18   0．00  

（1．05）   （0．004）   （0．72）   （0．003）   

血祭   1．4   0．00   0．64   0．00  

（4．8）   （0．003）   （2．5）   （0．001）   

肝臓   13．9   2．4   14．6   2．8  

（15．8）   （2．8）   （18．2）   （3．4）   

腎臓   1．3   0．11   5．8   0．05  

（8．6）   （0．68）   （8．3）   （1．1）   

カーカス   7．2   0．03   5．8   0．05  

（0．63）   （0．003）   （0．47）   （0．004）   

皮膚   4．0   0．02   2．2 0．00  

（0．81）   （0．004）   （0．48）   （0．001）   

注）（）内はトtg／g。  
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表8 尿、血祭、肝臓及び腎臓中代謝物（％TAR）  

採取時間  
0．5  168   

（時間）  

性  テフリル  テフリル  
試料  代謝物  代謝物   

別  トリオン  トリオン  

F（1．8）、K（0．32）、   F（6．2）、K（0．95）、  

尿   0．06  1．1  E（0．70）、G（0．50）、  

D（0．04）  D（0．28）  

血祭   
F（0．09）、K（0．07）、  

1．2   
G（0，01）   

n．d．   n．d．  

雄  F（2．3）、K（0．99）、   F（0．30）、K（0．30）、  

肝臓   8．9  G（0．30）、D（0．18）、  1．4  G（0．07）、D（0．06）、  

E（0．16）  E（0．03）、C（0．01）  

F（0．51）、K（0．09）、   F（0．03）、Ⅹ（0．01）、  

腎臓   0．57  0．05  

C（0．01）、D（0．01）  G（0．00）   

K（1．3）、F（1．0）、   K（3．8）、F（3．4）、  

尿   8．3  E（0．39）、G（0．14）、  27．0          E（1．1）、G（0．58）、  

D（0．04）  D（0．21）  

血祭   0．59  F（0．02）、K（0．02）   n．d．   n．d．  

雌  F（1．4）、K（1．2）、   K（0．33）、F（0．16）、  

肝臓   11．0  1．9  E（0．08）、G（0．04）、  

D（0．03）  

F（0．17）、K（0．11）、   E（0．01）、F（0．01）、  

腎臓   0．93  0．11  

C（0．01）、D（0．01）  D（0．00）、G（0．00）   

n．d∴検出せず。  

2．植物体内運命試験   

第3葉期の水稲（品種‥コシヒカリ）をワグネルポットに移植7日後、［phe－14C】  

テフリルトリオン、［cyc－14C］テフリルトリオンまたは【tet－14C］テフリルトリオ   

ンを、300gai／ba相当の用量で田面水に施用して、植物体内運命試験が実施さ  

れた。処理42日後（中間採取期）に茎葉部、処理91日後（登熟期）に玄米、   

もみ殻、稲わら及び根部を採取し、試料とした。   

水稲試料中における放射能分布は表9に示されている。   

中間採取期に茎葉部の残留放射能濃度は0．08～0．11mg／kgであり、登熟期水   

稲の稲わらでは若干増加して、0．14～0．28mg／kgであった。登熟期水稲中の残   

留放射能濃度は、根部で最も高く（1．卜1．5mg／kg）、可食部である玄米では  

低かった（0．01～0．06mg／kg）。標識体間で比較すると、稲わらでは【phe・14C］   

テフリルトリオン処理試料で最も放射能が高かったが、玄米及びもみ殻では  

［phe－14C］テフリルトリオン処理試料が最も低かった。［cyc－14C］テフリルトリオ   

ン及び［tet－14C］テフリルトリオン処理試料の間に顕著な差は認められなかった。  
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なお、登熟期に非処理対照区試料からも放射能が検出され、特に【cyc－14C】テフ  

リルトリオン及び［tet－14C］テフリルトリオン処理した玄米及びもみ殻で高かっ  

た（玄米：0．02mg／kg、もみ殻：0．02mg／kg）。この原因は、土壌中運命試験  

結果から明らかなようにこれらの標識体処理区土壌中での分解により発生し  

た14CO2が稲体に吸収され、炭酸同化作用により植物成分（デンプン等）に取  

り込まれ、それが玄米中の主要な放射性残留物となっているためと考えられた。   

登熟期の玄米試料から抽出された放射性残留物は総残留放射能（TRR）の  

2．ト4．5％であり、その大部分が抽出残液中に残存した（95％TRR以上）。この  

玄米試料の抽出残妾査について酵素処理（α－アミラーゼ及びプロテアーゼ）を実  

施した。いずれの標識体処理試料においても、酵素処理前には2．7～4．5％TRR  

の放射能が検出されたのみであつたが、α－アミラーゼ処理により  

41．5～46．2％TRR、プロテアーゼ処理により13．3～16．8％TRRが可溶化された。  

これらの結果から、玄米の抽出残液中の放射性残留物はデンプン、蛋白質、植  

物体構成成分等に取り込まれていると考えられた。この原因は、これらの標識  

体処理区土壌中での分解により発生した14CO2が稲体に吸収され、炭酸同化作  

用により成分に取り込まれ、それが玄米中の主要な放射性残留物となっている  

ためと考えられた。   

中間採取期の茎葉及び稲わらの抽出液中の放射能成分を分析した結果、いず  

れの標識体においても、主要成分は親化合物であり、0．0ト0．03mg／kg  

（3．1～10．6％TRR）検出された。主要代謝物として、Lが0．005～0．017mg／kg  

（5．6～6，8％TRR）検出された。次いでHPLC画分8（9．2～13．7％TRR）が検出され  

たが、これはいずれの標識体試料でも末分離であり、BまたはDを含む2～3  

種の成分を含有しており、個々の成分は最大で約6％TRRであった。その他に  

微量放射性ピークが認められたが、いずれも7％TRR以下であった。   

以上の結果から、テフリルトリオンの水稲における主要代謝経路は、ベンゾ  

イル基の加水分解によるBの生成、テトラヒドロフラン環の酸化的開裂による  

Lの生成と、その後の脱炭酸によるDの生成であると考えられた。また、それ  

以外に、テフリルトリオンは水田土壌中でCO2に分解され（主にシクロヘキサ  

ン環及びテトラヒドロフラン環の炭素）、発生したCO2が炭酸同化作用で稲体  

内に吸収された後にトリカルボン酸回路に取り込まれ、最終的にデンプン、蛋  

白質、セルロース等の植物成分に取り込まれ、結合性残留物となるものと考え  

られた。玄米中の残留物は、ほぼ全量がこれらの成分で構成されていた。（参  

照6）  
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1表9 水稲試料中における放射能分布（mg／kg）  

採取時期  中間採取期   登熟期   

分析部位  茎葉   玄米   籾殻   稲わら   根部   

【phe－14C】テフリル  
0．11   0．01   0．03   

トリオン  
0．28   1．5  

標  
［cyc－14C】テフリル  

識  0．08   0．06   0．06   0．14   
トリオン  

1．1  

体  
［tet・14C］テフリル  

0．09   0．04   0．05   0．16   
トリオン  

1．4   

3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験   

［phe－14C］テフリルトリオン、［cyc－14C］テフリルトリオンまたは［tet－14C］テ  

フリルトリオンを、土壌厚約4．4cm、水深約1．3cmの湛水条件とした埴壌   

土（埼玉）に乾土あたり0．3mg／kg（300gai／ha相当）となるように添加し、   

暗条件下20±2℃で196日間インキュベー卜して、好気的土壌中運命試験が   

実施された。  

［phe－14C］テフリルトリオン処理において、田面水中の放射能は、処理直   

後に総処理放射能（TAR）の約21．2％であっキが、その後、土壌への吸着等  

により減少し、処理14日後には12．0％TARとなった。その後の減少は穏や   

かに進み、処理196日に約8％TARとなった。土壌抽出液中の放射能は、処   

理直後の約70％TARから急速に減少し、処理14 日後には約45％TARとなっ   

たが、その後は穏やかに減少し、処理196日後には約34％TARとなった。   

土壌残液中の放射能は、抽出液中の放射能の減少に伴って、処理直後の約   

8％TARから、処理14日後の約43％TARまで急速に増加したが、その後の   

増加は穏やかとなり、処理196日後には約56％TARであった。［cyc－14C］テ   

フリルトリオンまたは［tet－14C］テフリルトリオン処理においても、放射能分   

布は【phe－14C】テフリルトリオン処理と同様の挙動を示した。処理後196日の   

累積14CO2は、［cyc－14C］テフリルトリオン及び［tet－14C］テフリルトリオン処   

理でそれぞれ6．6及び3．8％TARであり、テフリルト リオン分子の開裂によ  

り離脱したシクロヘキサン環またはテトラヒドロフラン環は比較的容易に無   

機化されることが示された。［phe－14C】テフリルトリオン処理では、処理後196  

日の累積14CO2は0．2％TARと他の標識体より少なかった。これは、ベンゼ  

ン環がシクロヘキサン環またはテトラヒドロフラン環に比べ無機化されにく   

いことによるものと考えられた。  

いずれの標識体においても施用量の50％TAR以上の放射能が112日以降  

の抽出後、土壌残液中に残留していた、その後約70％はフルボ酸画分に、約  

15   




